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Barry J. Marshall（豪） ：西オーストラリア大学









誌に「胃炎や消化性潰瘍患者の胃の中に存在する未知の細菌（Unidentified curved bacilli in 
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盪 物理学賞
Roy J. Glauber（米） ：ハーバード大学
John L. Hall（米） ：コロラド大学、国立標準技術研究所






















Robert H. Grubbs（米） ：カリフォルニア工科大学
Richard R. Schrock（米） ：マサチューセッツ工科大学
受賞理由
「有機合成におけるメタセシス反応の開発」に対して
　有機化合物は医薬品、各種材料などとして、現在世界中で多量に使用されている。有機化合
物を合成する際には通常各種反応が利用されるがメタセシス反応は、炭素‐炭素二重結合を有
する化合物が分子間で結合の組み替えを行うもので、重要な有機合成反応となっている。また、
メタセシス反応を進行させるには触媒が必須である。例としてプロピレンのメタセシス反応を
以下に示す（Rはメチル基）。
　Chauvin 氏はこのメタセシス反応の機構を解明し触媒の役割を明らかにした。またGrubbs、
Schrock両氏はメタセシス反応に使用する触媒を検討し、反応の選択性が高いなどの特徴を有
する効率的な触媒を開発し、このことにより本反応の応用範囲が拡大した。これらの触媒は医
薬品などの合成にも広く使用されている。
参考文献：ノーベル賞ホームページ、http://nobelprize.org/
